
デザインで未来を語る

印刷物の折り方には
普段よく目にするもの以外にも
実に多くの種類があります。

詳しくは6・7Pへ。
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　人類が知恵を絞って発展してきた近年に肉眼で見ることのないこの小さなウイルスに脅か

されるとは想像にもしておりませんでした。過去において何度も新型ウイルスに打ち勝ってき

ているため、私たちは事態を少し甘くみていたのかもしれません。

　4月に入って「緊急事態宣言」が東京、大阪など7都府県に出され、中旬には全国に拡大さ

れ、不要不急の外出の自粛や各種集客施設に対する休業要請が出された頃には、時すでに

遅し。それによって日常生活、経済活動が大きく制約され、レジャー・飲食をはじめとして消費

全般が大きく落ち込み、経済・社会全体に深刻な影響を与え始めており、それが日々拡大して

出口が見えない状況です。

　戦後最大の難局といわれるように、幅広い経済活動の停滞が世界規模で拡大し、最近の

経済統計及び予測値を見ますと、リーマンショック時をはるかに超える信じられないような

ダメージが全世界にもたらされようとしています。恐らく1～2年はV字回復など望めない状況

でしょう・・・

　ところで、新型コロナ感染者が罪を犯したかのように、マスコミやSNSで責められ謝罪する

ことに私は少し異論があります。

　陽性であることを認識して菌をばらまく人も一部見受けられましたが、それは論外として、

一般論的に誰にでも感染のリスクはあると思います。私自身もしっかりと日々の行動を把握し

て、万が一に備えて期間中に接触した人に速やかに伝達できるようにしています。

　メモは昔から習慣にしており、案外役に立つと実感しています。例えば数年前に立ち寄った

場所やお店など、簡単に記入しておいたメモに目を通すだけで、その時の状況が鮮やかに

蘇ってきます。メモに書いていない事柄までもが、映画のワンシーンのように思い出されること

もあるのです。

　メモは、喜怒哀楽と五感を呼び覚ましてくれます。気落ちしたときに飲んだ苦いビールの味

も、娘の就職が決まって飲んだ薫り高いワインの味も。涙や笑顔。

　このコロナ禍において、メモする内容がなくなってきています。近いうちに、平常に戻る時が

くると信じていますので、極力些細なことでもメモをとるようにしています。後日読み返しこの

苦境も笑い話になる日は必ず訪れます。

　もう少しの辛抱です。頑張りましょう！

コロナ禍とメモの実行

大阪府印刷工業組合 副理事長

家田 裕光 ㈱日進社 代表取締役



ザインで

今回は、コロナ禍において冷え込む経済活性化の
キーマンでもある米村 猛 近畿経済産業局長を訪ね、
印刷業界とそれを取り巻く産業全体の
未来への展望について語り合いました。

デ
来を語る未
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浦久保：近畿経済の動向（令和2年7月17

日）によりますと経済は悪化した状態が続

いており、新型コロナウイルス感染症の影

響に注視が必要となっています。そのなか

で大阪の中小企業が現在置かれている

状況、今後2～3年の動きをどう見ておら

れますか？

米村：今回の新型コロナウイルスは、感染

しても症状が出ない人もいれば、死に至

る方もいる。感染の形としてこれまでのウ

イルスの進化形といえるかもしれません。

人類の科学力をもってすれば解決するこ

とは可能でしょうが、まだ少し時間はかか

るでしょう。台風や地震のように物理的被

害の再建が必要なわけではなく、経済が

停滞してしまっている期間、税金を投入す

るなど多くの支援を実行しているところで

す。これらの支援でこの苦境の期間を耐え

ていただきながら、次のアフターコロナに

も備えを行っていただければと思います。

浦久保：ご存じのようにわれわれの印刷業

界は小規模の事業所が多く、大阪府では9割

近くが20人以下の中小零細企業です。地場

産業として地域密着で長年経営してこら

れた企業が多く、ちょうどいま事業承継の

時期に差し掛かっているところも多くあり

ます。そのような状況下で私が危惧してい

るのが、このような企業が新型コロナウイ

ルスの影響で経営状況が悪化して廃業と

いう選択を余儀なくされることです。

米村：親族内・外を含めた事業承継の選

択肢を広げながら、冷静に判断していくべ

きだと思います。新型コロナウイルスの対

策として、近畿経済産業局では事業承継

を含めた経営支援のアドバイスをパッ

ケージで提供（QRコード参照）しています

ので、いつでもご相談い

ただければ対応させて

いただきます。

コロナ禍の現状と今後2～3年の展望

浦久保：現状の経済状況を踏まえて「近畿

には技術の集積があり、このネットワーク

をさらに広げる」という局長が掲げられて

いるテーマを進めていくうえで、大阪・関

西の強みと課題をどうお考えでしょうか。

そしてアフターコロナに向けて、われわれ

中小の製造業はどう対処・変化していくべ

きでしょうか。

米村：世界中の産業は、ＤＸ※（デジタル

トランスフォーメーション）を意識した活

動に注視しています。印刷業はそこに相当

の覚悟を決めたうえで、問題解決型のソ

リューションプロバイダーを目指す必要が

あると思います。印刷業は情報を紙に転

写して伝えるプロとしてのノウハウをいか

にして活かせるのか、まだまだビジネス

チャンスはたくさんあると思います。今回

の疫病によってテレワークが中小企業に

まで浸透したことで、ペーパレス化が一段

と進みましたが、まだまだ紙であるべき媒

体はたくさんあります。そこにDXという変

化を加えることで、印刷業の存在価値を高

めることができると思います。

※DX：企業がビジネス環境の激しい変化に対

応し、データとデジタル技術を活用して、顧客や

社会のニーズを基に、製品やサービス、ビジネ

スモデルを変革するとともに、業務そのものや、

組織、プロセス、企業文化・風土を変革し、競争

上の優位性を確立すること

アフターコロナの大阪・関西と中小企業
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米村　猛 昭和41年生まれ（北海道札幌市出身）。平成元年、京都大学法学部を卒業後、同年通商産業
省（現・経済産業省）入省。中小企業庁参事官、国土交通省観光庁 観光地域振興部長、特許
庁総務部長を歴任し、令和元年7月に近畿経済産業局長に着任。

P R O F I L E

浦久保：これから各分野で進められてい

く経済活性化策「Go Toキャンペーン」で

はまさに街全体でおもてなしをする仕組

みづくり、そして魅力発見、発信が大切だ

と考えます。私たちは中企庁が所管する

「Go To商店街」ではまさに地場産業であ

る印刷業界の持つ印刷、そしてＷebコン

テンツ、イベント企画やさまざまな販売

促進策のアイデアやツールを地域の商店

街に提供しながら継続的に支援していく

仕組みで地元に貢献できると考えていま

す。大阪府下426社、そして近畿圏内の印

刷工業組合とも広域連携しながら誘客、

集客策の展開も可能です。

　商店街を中心とした地域活性は地域の

印刷会社がその役割を果たすことができ

ると考えていますが、局長のお考えはい

かがでしょうか。

米村：今回のコロナウイルスの影響で、

遠くまで大規模な旅行ができなくなって

いるので、マイクロツーリズムが脚光を

浴びています。近くで良いもの探しをしよ

うとする動きがでてきています。しかし、

ローカルな情報が意外と少ないのが現

状です。デジタルはグローバルだし、時空

を超える良さがありますが、紙メディアで

ないと伝わらないものも多くあります。商

店街や広域観光を考えると、必ず紙の

マップが必要になってきます。デジタルで

は一覧できず不便なことも多いです。「伝

える」のではなく「伝わる」ことに主眼を

おいて最適なメディアを選択していくべ

きだと思います。

　伝わることを意識したコンテンツを提

供することで、地域の活性化に印刷会社

は貢献できると考えています。

浦久保：局長のおっしゃるとおり、最適な

メディアを使いながら、QRやARを融合さ

せていく。紙だけでは伝えきれないもの

を最新技術とクロスメディアしながら「伝

わる」ものを作り上げていかなければ、

私たち印刷業界の未来はないと思ってい

ます。

浦久保：デザインという概念は見た目だ

けではなく、「仕組み」とセットで考える時

代になってきていると感じます。グッドデ

ザイン賞も近年では「仕組み」を評価す

るように変わってきました。

　われわれの業界のなかの事例に工具

をブランディング化して、新たな販路を提

案したことがあります。工具は一般的に

ホームセンターなどで販売されています

が、価格競争が非常に激しいのが現状で

した。そこでアニメキャラクターにストー

リー性を付加して、セット販売することを

提案しました。ホビーショップという新た

な販路を開拓することができました。ブ

ランド化することで新しい売り先が見つ

けられるという事例ができました。

米村：ありがとうございます。非常に参考

になる事例だと思います。デザインを通

じて消費者ニーズに応えていくことに

よって、まだまだ印刷産業の未来はある

と思います。私が特許庁在籍時代に、アイ

デアは無限大にあると肌で感じることが

できました。一例をあげるとすれば、東京

の中村印刷所が開発した水平開きの

ノート「ナカプリバイン」がいいかもしれ

ません。水平に開くノートのニーズがあ

るということで開発しましたが、最初は

まったく売れませんでした。開発者の孫

が「おじいちゃんの作ったノートの良さ」を

SNSで拡散したことをきっかけに一気に

売れ出しました。消費者ニーズにストー

リーを組み合わせることで成功した事例

となっています。

浦久保：私たち印刷業界は15年前から

情報伝達分野におけるユニバーサルデ

ザイン、メディア・ユニバーサルデザイン

（MUD）に取り組んでいます。この分野で

は日本は世界に先んじていると自負して

います。1970年EXPOではピクトグラムを

はじめさまざまなデザイン分野における

先駆けがありました。印刷業は情報コミュ

ニケーションの分野で貢献していきたい

と考えています。

　紙に転写する製造業から顧客の課題

解決をお手伝いするソリューションプロ

バイダーへと業態変革を進める印刷業界

への期待や助言を頂けますでしょうか。

米村：まずは印刷業界が未来を語らなけ

ればいけません。ストーリー、ブランド、

デザイン、思い入れや志がペーパーメ

ディアには残っている。もちろんデジタル

も推進していきます。先日たまたま、天王

寺図書館で松村英二氏の「知ってはり

まっか 大阪」という本を見つけて借りた

んです。新型コロナウイルスでマイクロ

ツーリズムが見直されているこの時に、

地元のいいとこ探しとストーリーが紐付け

られて掲載されていて非常に興味深く読

ませていただきました。こんな時だからこ

そ、求められている情報だと思います。

浦久保：松村さんは当組合に属している

方です。局長が図書館でこの本を借りて

いたとは驚きました。

　最後にユニバーサルデザインの事例

として、堺市の市府民税の納付書をUD化

した事例をお話しさせていただきます。

UDの概念を取り入れて納付書を改善し

た結果、問い合わせ件数が2割も減りまし

た。もちろん多色化とサイズアップによっ

て印刷コストは従来よりも若干高くなり

ましたが、全体を通してみた時に大幅な

コストダウンにつながりました。

　ストーリー、ブランド、デザイン、思い入

れや志を取り入れながら「伝わる」ことを

意識しながら、デザインで未来を語って

いきたいと思います。本日はどうもありが

とうございました。

地域の魅力発見・発信で、集客・誘客を図る

浦久保：2025年 大阪・関西万博をコロナ

に打ち勝った証しとして、また関西、日本

の活性化の機会としてお考えになってい

ると存じます。また、局長は特許庁でのご

経験から「特許やデザイン、ブランドの観

点も経済振興に活かしたい」とおっしゃって

います。2025年に向けて具体的にはどのよ

うな取り組みをお考えでしょうか。

米村：デザインには世の中を変えていく

力があります。2025年 大阪・関西万博の

テーマは「いのち輝く未来社会のデザイ

ン」です。新型コロナウイルスを克服した

初めての万博になるだろうと思いますの

で色々なことを関西・大阪から発信して

いければと考えています。開催地の夢洲

のコンセプトは「未来社会の実験場」で

すから、いのち輝く仕組みをどうデザイン

するのかの実験を印刷業界からご提案

いただければと思います。

　このような盛り上がりが夢洲だけで終

わってしまわないよう、例えば私たちはい

ま「オープンファクトリー」と連動した仕

掛けを作っているところです。万博を目当

てに海外から来日した人たちにもオープ

ンファクトリーと銘打って産業観光をして

もらうものです。工場を開放してさまざま

な方が見学にやって来る。生産工程や独

自技術を説明させることによって、社員の

自覚や説明能力が向上することが分かっ

ています。

2025年をゴールとともにスタートにする
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㈱松村善進堂 松村英二氏が執筆した書籍を手にする
米村局長

近畿経済産業局長室にて（集合写真は左より福山広報委員長、家田副理事長、米村局長、西岡広報委員、浦久保理事長、髙本渉外特別委員長）
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折りの技術第4回
印刷のエキスパート。趣味は、街に
あふれる印刷物を収集すること。

ペーパー博士の孫娘。印刷（プリント）
に興味津々。大好物はプリン。

書体が大好き。特技は、文字を見ただ
けでフォントを言い当てられる。　
　

博士、見て見て！
おりがみで鶴を折ったの。
きれいにできたでしょ。

おもしろいところでは、
1枚の紙がまるで冊子のようになる
「マジック折り」というのもあるぞ。

こうして見ると、
ホントいろんな折り方があるんだ。
それぞれの名前もそのまんまって
感じでわかりやすいですね。

ヘエ～。折りの技術ってすご～い！
わたしも何か新しい折り方を考えてみようかな。

ざっとワシの知っているだけでも
350種類ほどあるぞ。しかも、折り機の
ほうもどんどん進化しているというから、
日本の技術は大したもんじゃ。

ほう、おりがみか。日本で生まれたおりがみ文化は、
今や「ORIGAMI」として世界共通語にもなっとるんじゃよ。
それはそうと、印刷物の折り加工の技術も、負けてはおらんぞ。
1枚の紙をいろんなパターンで折ることによって、
手に取りやすくなるのはもちろん、読みやすく、変化に富んだ
ツールに変身させる技術なんじゃ。

「ミウラ折り」を知っとるとはさすがじゃな。
当時、東京大学宇宙航空研究所の
三浦教授が考案したもので、
紙の対角線の部分をつまんで引いたり
押したりするだけで簡単に広げたり
畳んだりできるんじゃ。
身近なところでは、防災や観光地図に
よく使われているぞ。

二つ折

開き観音折 観音折 蛇腹折 四つ折（クロス折） DM折（二つ折+巻三つ折） マップ折（蛇腹+二つ折）

巻三つ折

マジック折り

ミウラ折り

外三つ折（Z折） 片袖折 巻四つ折 巻々四つ折

※折り方の名称は加工業者によって異なる場合があります。

そういえば、人の名前がついた折り方・・・
え～っと「ミウラ折り」だったか、
あれは確か、宇宙衛星の太陽電池パネルの
開発が元になってたんですよね。

1枚の紙の中央に切れ目を入れ、山折り、谷折りを工夫する
ことで、8ページの冊子のような仕上がりになる折り方。

ゆるい角度のジグザグの折り目がつけてられてあり、引っ張るだけで
広げたり、ポケットサイズに畳んだりすることができる。

①山折り

※中央に切り込みが入っています

6P

6P

2P

4P 5P

7P

7P 8P 1P

7P 8P 1P

2P3P4P5P

③冊子状になります

②矢印の方向へ折り畳む

※商品は折りを入れ冊子状になった状態で発送します



JP2020に大印工組が
ブースを出展します。

大阪府印刷工業組合では、11月19日（木）・20日（金）、インテックス大阪にて開催される
「JP2020～ICTと印刷展～」において大型ブースを出展。

政府主導の「Go to 商店街事業」に対し、地域活性プロモーターとして
印刷会社がサポートできる可能性について提案します。

　ここ数年、独特の風合いが人気の活版印刷。昔から
印刷を知っている方には懐かしく、当時を知らない世
代にはアナログな風合いが新鮮！というのも少し様子
が変わってきました。
　10年程前からのリバイバル活版ブームの初期は、
デザイナー等クリエイターからの支持が多かったの
ですが、広まるにつれ、こだわりの強いブランド、メー
カー、ショップオーナー、個人事業主の方に好まれるよ
うになりました。
　最近ではポストカードやレターセット等、紙製品で
も活版印刷を見かけるようになり、紙好き女子からも
認知されています。
　弊社でも当初は名刺の受注が多かったものが、ＤＭ
や冊子はもちろん、最近ではラベルやパッケージ等さ
まざまな印刷物に活版を採用いただいています。

ご期待ください！

出展企業のご紹介

　そこで今回「ＪＰ
2020」では、過去の
活版事例を出来るだ
けご紹介しようと思
います。「え、そんな
厚いの刷れるの？」
「こんな細かい文字
も活版で？」「あんな
ものにも刷れるの？」等々、実例を見ながらご説明い
たします。同業者の方でもどうぞお気軽にご相談くだ
さい。
　お客様へのご提案のヒントに、既存の印刷物のスパ
イスに、活版印刷を貴社の引き出しに入れていただけ
れば幸いです。沢山の皆様のご来場お待ちしており
ます。

あれもこれも活版！ どどん！と見せます、制作事例！ 有限会社 山添



lose-up ompanyC Cクローズアップ カンパニー
株式会社モリサワ



新しい仲間が増えました

パートナーシップ会員

別所 弘崇
日本アグフア・ゲバルト株式会社

デジタル印刷で世界が変わる。SCREENが変える。
SCREENは、本年も印刷業界の発展を全力で支援してまいります。
デジタル印刷で世界が変わる。SCREENが変える。
SCREENは、本年も印刷業界の発展を全力で支援してまいります。

大阪支店／06（6531）0333
〒550-0011 大阪市西区阿波座二丁目1-1 大阪本町西第一ビルディング5階

　 いつも大変お世話になっております。

　 日本アグフア・ゲバルト株式会社の別所弘崇と申します。

　この度、前任の前田に代わり、大阪青年印刷人協議会へ参加させ

て頂くこととなりました。

　少しでも皆さまのお役に立てるよう努めさせて頂くと同時に、ビジ

ネスパーソンとして多くの学びを得たいと考えております。

　若輩の身ではございますが、今後とも何卒宜しくお願い申し上げ

ます。
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　10月24日に全青協主催の近畿ブロック協議会が開催さ
れます。
　今期の事業推進のテーマは「四方よしのデザイン」です。
「四方よし」とは、近江商人の言葉とされる「三方よし」売り手
よし・買い手よし・世間よし、に「未来よし」を加えたものです。
　これを目指すため、日頃我々印刷産業が生業としている
デザインを見つめなおしながら、「顧客へ共感」と「発散思
考」および「実際に作ってみて試す」、「それを繰り返す」とい
う問題解決の方法論「デザイン思考」の実践的取り組みを今
回の近畿ブロック協議会でとり行いたいと考えております。
　本年度はコロナ禍での開催ということもあり、皆様には
オンラインで参加いただけるよう、準備を進めています。

　9月の大青協定例会ではオンライン参加を想定し、新た
な取り組みを行いました。大阪印刷会館でのWi-Fi環境を
整えるため無線ルーターを用意し複数台のPC使用を可能
にし、リアルとオンラインでの会議環境の改善のためにス
ピーカーフォン、ウェブカメラも準備しました。
　近畿ブロック協議会のディスカッションで使用する
ZOOM機能のブレイクアウトルーム・ホワイトボード機能の
リハーサルも行いました。
　なにせ、初めての試みなので、なかなか思うようには進
みませんが、このような形で会議を行えるのもまた勉強だ
と思い、前向きに取り組んでまいります。
　10月24日㈯13時より近畿ブロック協議会を開催いたしま
す。皆様のオンラインによる参加、大青協議員一同お待ちし
ております。

（報告者／中山哲男）

スピーカーフォン 無線ルーター
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New Face がっちりPR！36

活字と紙の良さを製本で届け続ける
～明治36年創業の製本会社～

■企業データ
社　名：瀧本製本株式会社
所在地：〒537-0023 
　　　　大阪市東成区玉津3-2-33
　　　　電話06-6981-1615
　　　　FAX06-6974-6850
創　業：1903年（明治36年）
資本金：1,000万円
代表者：代表取締役社長 瀧本 治

瀧本製本株式会社 代表取締役社長  瀧本 治（生栄支部）

　パンフレットやカタログなどの印刷物を

製本している会社でございます。

　印刷物を重ねてページを整え、綴じて仕

上がりのサイズにカットし、めくって読める

ように加工作業しております。

　当社は、冊子の背の部分を針金で綴じ

る『中綴じ』製本を中心に、裁断機や折り機

を使った紙の加工も手がけております。

　カタログであれば製本後、束ねて梱包

まで。チラシであれば、裁断し4つ折りもさ

せていただきます。

　包装紙などの薄い紙も指定サイズに切

るには、紙1枚1枚の間にわずかな空気を

入れてから機械に設置しなければなりま

せん。薄いが大きく、束ねると重たくなる紙

を自在に扱えるようになるには経験がいり

ますが、『最終工程として印刷物を製品化

するのは、我々製本屋』という思いを絶えず

もち続け製本業に自信をもっております。

　創業は明治36年で、おかげさまで今年

で117年になります。

　当時は、文庫本を1冊ずつ手作業で製

本していたそうです。

　大正時代に毎日新聞社様から日本初の

週刊誌『サンデー毎日』が創刊され、そちら

を長らく製本させていただいておりました

ことから、当社は「週刊誌発祥の地」として

も知られております。

　最近はインターネットでの買い物が急

増し、印刷物の加工やカタログも減りつつ

ありますが、「これからも活字や紙の良さ

が伝わる『本づくり』に携わっていきたい」

と思っております。

　今回、大阪府印刷工業組合に加入させ

ていただきましたのは、次期4代目になり

ます息子の意向がございました。

　共々、よろしくお願いいたします。

折り機

中綴じ機

断裁機

に
広告を出しませんか？

06-6353-3035
大阪府印刷工業組合  担当：大喜多まで

組合員や外部に向けて自社の魅力をアピール！

随時受付中



（順不同）著名営業案内

（株）NPCコーポレーション

北区天満1-9 -19
TEL.6351-7271
FAX.6352-7479

青 葉 印 刷（株）

都島区中野町2-10-11
TEL.6351-5428
FAX.6351-5299

寿 印 刷（株）

西淀川区歌島1-4-4
TEL.6471-3434
FAX.6472-9840

富士精版印刷（株）

淀川区西宮原2-4-33
TEL.6394-1181
FAX.6394-1199

カキモト化工（株）

門真市月出町9-10
TEL.6901-3821
FAX.6905-9248

白石封筒工業（株）

東大阪市高井田中4-1-22
TEL.6789-0018
FAX.6789-0028

キ ハ ラ 工 芸（株）

中央区内淡路町2-1-10 
TEL.6943-7955
FAX.6943-7958

松 本 印 刷（株）

中央区上町1-15-36
TEL.6762-9151
FAX.6762-7292

サン美術印刷（株）

東成区東今里2-15-30
TEL.6976-0231
FAX.6978-2807

レスター工業（株）

中央区糸屋町 2-3-2
TEL.6941-8572
FAX.6941-0781

大 興 印 刷（株）
大阪市中央区常盤町1-2-13
TEL.4794-0086  FAX.4794-0087
神戸ポートアイランド工場
神戸市中央区港島南町 4-6-3
TEL.078-303-3660 
FAX.078-303-3669

（株） 一 心 社

天王寺区大道1-14-15
TEL.6771-1121
FAX.6772-6970

大阪印刷工業（株）

八尾市若林町2-114
TEL.072-949-3777
FAX.072-949-6843

（株）美 生 社

西成区出城1-7-4
TEL.6647-8555
FAX.6647-3176

（株）フリーテック

天王寺区寺田町 1-3-8
TEL.6772-3300
FAX.6772-6424

（株）ケーエスアイ

西成区南津守7-15-16
TEL.6652-8000
FAX.6652-8894

岩 岡 印 刷（株）

住之江区中加賀屋4-2-10
TEL.6685-5221
FAX.6685-5634

昌 和 印 刷（株）

平野区瓜破南2-4-138
TEL.6707-1051
FAX.6790-4072

ウ エ ノ（株）

淀川区西中島7-4-17
TEL.6301-1555
FAX.6301-1557

www.sansei-int.co.jp

〒550-0015
大阪市西区南堀江1-1-14  四ツ橋中埜ビル6階
TEL（06）6532-8811

株式会社サンセイ
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大阪府印刷工業組合  本部・支部だより

事業報告［本部］
大青協定例会
［開催日］8月4日（火） 午後6時30分～
［場　所］大阪印刷会館　［参加者］19名

事業報告［支部］
東支部 
第2回ゴルフコンペ
［開催日］8月8日（土）
　　　 午前7時48分～
［場　所］北六甲カントリークラブ
［参加者］12名

広報委員会
［開催日］8月6日（木） 午後6時～
［場　所］大阪印刷会館　［参加者］7名

渉外特別委員会
［開催日］8月18日（火） 午後5時～
［場　所］大阪印刷会館　［参加者］9名

マーケティング委員会
［開催日］8月24日（月） 午後6時～
［場　所］大阪印刷会館　［参加者］15名

渉外特別委員会
［開催日］11月4日（水） 午後5時～　［場所］大阪印刷会館

環境推進工場登録更新講習会
［開催日］11月5日（木） 午後1時～

経営革新委員会
［開催日］11月6日（金） 午後6時30分～ ［場所］大阪印刷会館

提案型営業手法セミナー③
［開催日］11月5日（木） 午後3時～

大青協定例会
［開催日］11月10日（火）

「日本印刷個人情報保護体制認定制度」（JPPS）・中間講習会
［開催日］11月12日（木） 午後3時～　［場所］大阪印刷会館

理事会
［開催日］11月18日（水） 午後3時～　［場所］太閤園

ＪＰ２０２０・ＩＣＴと印刷展
［開催日］11月19日（木）・20日（金）　［場所］インテックス大阪

マーケティング委員会
［開催日］11月10日（火）

事業予定［本部］
経営革新委員会
［開催日］10月2日（金） 午後6時30分～  ［場所］大阪印刷会館

大青協定例会
［開催日］10月6日（火） 午後6時30分～　［場所］大阪印刷会館

渉外特別委員会
［開催日］10月7日（水） 午後5時～　［場所］大阪印刷会館

広報委員会
［開催日］10月8日（木） 午後6時～　［場所］大阪印刷会館

全印工連フォーラム（WEB開催）
［開催日］10月9日（金）

提案型営業手法セミナー②
［開催日］10月13日（火） 午後3時～　［場所］大阪印刷会館

パートナーシップ協議会
［開催日］10月14日（水） 午後5時～　［場所］楽待庵

全青協近畿ブロック協議会（WEB開催）
［開催日］10月24日（土） 午後1時～ ［場所］大阪印刷会館・WEB開催

マーケティング委員会
［開催日］10月19日（月） 午後6時～　［場所］大阪印刷会館

INFORMATION
代表者変更
㈱宮本印刷（北親支部）新社長に中村康広氏が就任。

移転
はまや印刷㈱（東和支部）令和２年８月１日から以下に移転
〒537-0021 大阪市東成区東中本2丁目2番３号
ＴＥＬ：０６-６９８１-１９１９　ＦＡＸ：０６-６９７４-４５７０

※記載の事業予定については、変更もしくは中止になる場合があります。 
※開催場所・時間等の記載にないものは未定です。

事業予定［支部］
北・東和支部 献血運動
［開催日］10月6日（火） 午前9時50分～  ［場所］ＪＲ京橋駅前広場

東和支部 東和塾（WEB開催）
［開催日］10月9日（金） 午後6時～

天親・天青合同ゴルフコンペ
［開催日］11月7日（土）　［場所］メナードカントリークラブ 青山コース

東和支部 研修旅行
［開催日］11月21日（土）・22日（日）　［場所］高知県 

天親支部 献血運動
［開催日］11月26日（木）
［場　所］㈱コーユービジネス／サン美術印刷㈱
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労務
相談 【ストレスチェックについて】【残業時間】【就業規則】等

10／16（金）、10／30（金）、11／6（金）

【消 費 税】【税　金】等
10／16（金）、11／6（金）、12／11（金）税務

相談

法律
相談

お申し込み・お問い合わせ
大印工組事務局

◉労務相談（10：00～12：00、13：00～16：00）
　50分／1人、 先着5名／各開催日
　申込締切：開催日の１週間前

◉税務・法律相談（13：00～17：00）
　60分／1人、 先着4名／各開催日
　申込締切：開催日の２日前

※新型コロナウイルス感染拡大の状況により開催を中止させていただく場合があります。

大阪印刷会館にて開催

アンケートにご協力ありがとうございました。

予約制

TEL.０６-６３５３-３０３５
info@osaka-pia.or.jp

各種相談のご案内無料！
労務顧問の中尾文彦先生にご相談ください。

税務顧問の森田昌宏先生にご相談ください。

【版　権】【著 作 権】【事業承継・廃業支援】等
10／14（水）、11／25（水）、12／16（水）
法律顧問の河端直先生にご相談ください。

関西営業支社 印刷用紙グループ TEL.06-6363-7184用紙提供：日本製紙（株）

当社A2マットコート紙の関西以西限定銘柄です。伝統技術と長年の経験を継承し、お客様
の声を取り入れながら造り上げた、西日本で最も品質に定評のあるマットコート紙です。シルバーダイヤS

（塗工紙・104.7g/㎡  A/Y〈57.5〉）（表紙・本文とも）

今月号の
用紙

デザイン・制作：（有）ティーズ／印刷：原多印刷（株）

【
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8月に実施しました「PRI・O配布数に
関するアンケート調査」にご回答いた
だき、ありがとうございました。
アンケート結果および皆様からいただ
いた貴重なご意見については、今後の
参考にさせていただきます。

広報委員会

毎号社内で
回覧している
55%

配付は
１冊で問題ない

52%

現状の数量で
問題ない
46%

もっと
配布してほしい

2%

たまに
回覧している
17%

回覧
していない
11%

必要な
記事のみ
回覧している
17%

回答社数：60社

「PRI・O」の回覧について 「PRI・O」の配布数について


